	県退職者いちょう会
いちょう会ニュース
ＮＯ．１２４　２０２０年　４月　１日　　発行人　大久保　光夫
横浜市中区日本大通１　　☎　045-201-2961


	  権力は腐敗の傾向がある
　　　　　　　絶対的権力は絶対的に腐敗する


「権力は腐敗の傾向がある。絶対的権力は絶対的に腐敗する」とは、イギリスの歴史家・思想家・政治家であるジョン・アクトンの言葉です。
政治家の疑惑、続々と

過去一年間を振り返ってみると、上野厚労政務官が在留外国人の資格をめぐり、法務省に口利きをした疑惑で辞任しました。菅原経産相は選挙区の有権者に「お歳暮・お中元」を贈り、香典を出していた「公職選挙法違反」が問われ、大臣を辞任しました。河井克行法相は、参院選で初当選した妻の案里氏の「公職選挙法違反」疑惑をめぐり大臣を辞任しました。カジノを含むＩＲをめぐっては、元内閣府副大臣でＩＲ担当だった秋元議員が収賄容疑で逮捕され、他にも五人の議員が疑われています。
大臣のゆるみ極まれり
新型コロナウィルス対策に関し、小泉環境相が「新型コロナウィルス感染症対策本部」の会合を欠席し、地元後援会の新年会に出席していました。森法相も同様に「書道展表彰式」の為に欠席。萩生田文科相も「叙勲祝賀会」の為に欠席。これほど危機意識の欠如した大臣ばかりでは、心許ない。
安倍総理による私物化

安倍総理による「桜を見る会」の私物化は「ゆるみ」の最たるものです。「広く募っているが、募集はしていない」などと、新しい日本語まで作っている始末です。
「国家」「国民」より「後援者」を優先するようでは、もはや「政治家」ではなく「政治屋」です。
小粒になった政治家
小選挙区制になってから、知識・経験の蓄積が出来ない「小粒」な議員ばかり増え、安倍のような個性の強い政治家に対抗できなくなっているのではないでしょうか。
権力集中と国会軽視

安倍は内閣官房へ権限を集中し、トップダウンで政策を実行するようになりました。高級官僚の人事権を内閣人事局が握ることにより、各省庁の官僚も骨抜きにされ、「忖度」ばかりが目立つようになりました。国会では資料を「隠す」「改ざんする」を繰り返し、野党の質問の趣旨をそらして答弁する「ご飯論法」など誠意のカケラも無い状況です。
議会制民主主義の回復を

今こそ、権力の集中を抑制し、議会制民主主義を回復する必要があると思います。
（大久保）


　二〇二〇年一月二〇日と二月一八日、防衛省の「市ヶ谷台ツアー」に延十三名で参加しました。
　受付で入館カードをもらい、最初に案内されたのは「儀仗広場」。ここでは、外国の国賓などが訪れた際、出迎える儀式を行います。
　次に、今回の目的である「市ヶ谷記念館」を見学しました。
　「市ヶ谷記念館」は、六本木にあった「防衛庁」が「防衛省」となって市ヶ谷に移転した際、それまであった「旧陸軍士官学校本部の一号館」を縮小・移築したものです。
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　この記念館の中には、日本の敗戦に伴って開催された「極東国際軍事裁判」の法廷となった「講堂」や、三島由紀夫と盾の会が立てこもった「総監室」などが残されています。
　今年が、終戦から七五年、三島事件から五〇年の節目に当たることから見学しました。
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　見学後、一旦解散した後、市ヶ谷駅近くの「日高屋」で交流をしました。
　参加者からは
　Ｔさん
「極東軍事裁判の舞台となった旧陸軍士官学校講堂は、二八人の戦争犯罪が問われた場所。寄木の床に軍靴の音がひびき、天井からは公判の声が降り注ぐようだ。歴史を繰り返してはならないと、強く感じた場所であった。」
　　
二〇二〇新春の集い
　　　　　　　一月三一日
　いちょう会と自治労県職労・自治労県職連合共催の「新春の集い」が「波止場会館」で開催され、いちょう会の会員は二三名が参加しました。
　今年は自治労県職労再建三〇周年の記念の年に当たります。
　まず主催者を代表して米倉委員長が挨拶し、来賓からは自治労県本部の座本副委員長、県労連の政金議長、神奈川県の中島副知事にご挨拶をいただき、いちょう会の大久保会長の「誠実さを失った安倍政治とおさらばしよう」との発声で乾杯に移りました。
　会場では、毎年のことながら、懐かしい人との久しぶりの再会を喜んだり、美味しい料理をつまみ、ビールやお酒をいただきながら歓談が続いていました。
　恒例の抽選会では多くの景品が用意され、いちょう会会長賞のギフト券は、会長のマジックハンドで二人のいちょう会会員に当たりました。
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[映画から社会を見る⑪]
セクハラと闘い社長を辞任させた二人の女性　　　
  近年日本でもセクハラ・パワハラがマスメディアを賑わしている。この２月、日本公開の「スキャンダル」（２０１９年）は米国で４年前、テレビ王といわれたロジャー・エイルズＦＯＸニュース社ＣＥＯのセクハラ行為をめぐる２人の女性の物語だ。ドキュメンタリー映画ではなく有名女優たちがしたたかに演ずる実話ベースのドラマである。
　新入社員へのセクハラもある。ＣＥＯ室へ呼ばれ、ぐるっと回れ。いい体だ。スカートを上へ上げろ。もっとだ。
グレッチェン・カールソンも執拗なセクハラに悩まされる。受け入れなかった彼女は解雇されてしまう。そこでエイルズＣＥＯを訴えようと思い、先輩のメーガン・ケリーに相談する。メーガンは元弁護士で自分の冠番組を持つニュースアンカーである。実は、私も１０年前にエイルズからセクハラされたという。二人は共同して訴訟を起こす。
映画は面白く展開する。訴訟を越されたからには、よく使われる「合意だった」はまずは通用しないが、彼は頑強に否定する。訴訟の結末は、エイルズはＣＥＯを辞任しＦＯＸ社は二人に合わせて何と和解金５０００万ドル（約５０億円）を支払ったという。
日本はセクハラ・性暴力多発国。泣き寝入りが多いのか。米国ほど多額は望むべくもないが訴訟には勝てる！しっかり証拠を残しておこうと子や孫には伝えたい。写真＝メーガン（左）らの実像。
　　　　　　（緑川芳樹）
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　　いちょう歌壇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢　章

外つ国の塩漬やさいも山と積みカジノ芽生える山下埠頭
ひとひらの届出のみの輸入許可「食の安全」いとも軽くけり
テント屋根破れしままのその内に廃棄をしるす函も積まれり
茶柱のもとなる茎も海を越え何処の席か紛れ込むらむ
墓碑銘の彫られし石も主を待つ墓じまいもあるこの国に来て
御焦げさへ陸揚げすなり行く先は目と鼻の先チャイナタウンも
さまざまの中古の重機圧し合ひて赤錆まとひ旅立ちを待つ
獅子文六の書きしカジノのものがたり現となりてカモメ騒めく
県本部退職者会総会
十二月五日
　自治労県本部退職者会総会が神奈川県地域労働文化会館で開催されました。
　第一号議案「活動方針」について、高久事務局長から「憲法の生存権が保障されるような年金制度を目指す」と提案されました。いちょう会の永井さんは副会長を務めています。
　いちょう会からは、七名が参加しました。
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県本部女性連絡会総会
　　　　　　　　　二月一四日
　自治労県本部女性連絡会総会が開催され、「新退職者の女性会員の加入促進」「交流」「福利厚生活動」等の活動方針を決めました。
　いちょう会の山崎さんは事務局次長を担っています。
総会後のワークショップでは「ふっとふっと体操」を参加者全員で行いました。
　総会の日程が変更になったこともあり、いちょう会からの参加者は一名となりました。
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退職予定者説明会
今年も二月一〇日、十二日、二七日の三日間にわたって、地共済神奈川県支部による退職予定者説明会が開催され、併せて三三〇名が参加しました。
　いちょう会では、多くの退職者の方に入会していただこうと、自治労県職労と協力して、資料を配布したり、いちょう会の活動を紹介したりしながら加入を呼びかけました。
政策制度要求実現院内集会
　　　　　　　　二月一三日
　第二〇一回通常国会に向けて日本退職者連合の政策制度要求実現集会が、参議院議員会館の大会議室で開催されました。
　人見会長は「『全世代型社会保障』の内容は経費削減と負担増であり安心出来ない」と挨拶しました。

　集会では「認知症対策の強化」「地域包括支援センターの機能強化」など、六分野、二三項目の要求を確認しました。
　いちょう会からは一名が参加しました。

行事予定
〇お花見ハイキング
　最明寺史跡公園
　四月　九日
〇神奈川中央メーデー
　臨港パーク
　四月二五日

〇憲法集会
　有明防災公園
　五月　三日
○いちょう会総会
　波止場会館

　六月　一日

　訃　報
　ご冥福をお祈りいたします
　　　小島信明　さん
　　　牧村正敏　さん
　　　渡邊良隆　さん
    　　今も残る歴史の舞台


　　　極東国際軍事裁判の法廷～三島事件の傷あと








